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は じ め に

　地方自治体の計画策定の過程に、「くじ引き」に
よって選出された一般市民が参加し熟議するミニ・
パブリックスの実践が、日本をはじめ世界中に広
まってきている。なぜ、熟議なのか。熟議が実現
するのは、参加機会の確保や手続への納得感だけ
ではない。熟議には、その結果を正しいものに導
く機能も期待される。本稿では、認識的デモクラ
シー論（Epistemic Democracy）における集団的知
性（Collective Intelligence）の研究が、熟議手続と
結果の正しさ（実質）を両立させる新たなメカニズ
ムを提供することを明らかにしたい。

1．熟議民主主義における手続と実質

1.1　熟議民主主義の概要
　熟議民主主義では「立法の正統性は市民の公共的
な熟議に由来する」とされる（Bohman and Rehg, 

1997, p. ix）。その意義を、J. ハーバーマスは次のよ
うに指摘する。「少数派に対して、討議を通じて当
然なすべき正当化を拒むならば、多数派支配は抑圧
へと転化してしまう。民主的な手続きが正統性を生
みだす力を持っているのは、すべての当事者を包摂
することのほかに、十分審議するという性格のお
かげである」（ハーバーマス，2014，pp. 153–154）。

このように熟議民主主義は、民主主義の核心を「適
切な情報にもとづいて、相互に尊重された有効な対
話のなかで、判断や選好が形成されていく過程」に
見出すものである（Dryzek and Niemeyer, 2010, p. 3）。
　次に、熟議民主主義論のなかで手続と実質の両立
が期待されながら、そのメカニズムの探究が不十分
にしか行われてこなかったことを指摘する。

1. 2　手続と実質の架橋
　熟議民主主義は、参加による有効感や手続への納
得感の実現に市民参加の正統性を見出してきた。日
本におけるミニ・パブリックスの実践も、これらの
実現に関心を寄せてきた。しかし、熟議民主主義が
目指すのは、これだけに限られない。熟議民主主義
は、民主的な「手続」とそれを通じて得られる決定
結果の正しさという「実質」の両方を改善すること
を目指してきたのである（Habermas, 1996, pp. 147, 

151; Cooke, 2000, p. 952）。
　決定結果の正しさは重要である。なぜなら、決
定結果の正しさは、決定手続の公正さとならんで、
多数決で負ける少数派を納得させ、くじに外れた
市民をその決定に従わせる根拠のひとつとなるか
らである。手続と実質の両面から支えられること
で、民主主義はより大きな正統性を獲得すること
が期待できるのである（Estlund, 2008; Estlund and 
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Landemore, 2018）。
　熟議民主主義論でも、公共的討議の手続と実質の
向上は不可欠の要請として語られてきた（Bohman 

and Rehg, 1997, p. xiv）。これまでにも、熟議が決
定の正しさを向上させるメカニズムとして、理由の
相互検討を通じた意見の洗練、それを通じた意見変
容、情報接触による参加者の学習効果などが指摘さ
れてきた。
　しかしながら、異なる評価基準の併存を許す価値
多元的な社会において、決定や結果の正しさ（実質）
の真偽を取りあげることは、合意可能性を阻むこと
にもなりかねない。J. ロールズが懸念したのは、こ
の点にほかならない。熟議民主主義論においても、
これまで結果の正しさの追求は正面から論じられ
ず、手続的な公正さにその正統性が求められる傾向
があった（Landemore, 2017）。

1.3　集団的知性に対する関心の高まり
　しかし 2010年代以降、認識的デモクラシー論が
多元性を「認知的多様性（Cognitive Diversity）」の
源泉とみなし、認知的多様性を資源として集団的知
性が形成されるという見方を提示するようになった。
　ここで集団的知性は、「あたかも知性をもつよう
に集合的に行動する個人の集団」をいう（Malone 

and Bernstein, 2015, p. 3）。集団的知性の特徴は、
協働しコンセンサスを目指す集合的意思決定の
方式にある。これとは異なる方式に、群衆の知
恵（Wisdom of Crowds）がある。これは、コンセ
ンサスを目指さず独立の判断を集計するものであ
る。これらを合わせたものが、集合知と呼ばれる
（Kameda, Toyokawa and Tindale, 2022）。認識的デ
モクラシー論は、集団的知性に着目することで、熟
議の手続と実質の橋渡しをする議論を提供してきた。

2．認識的デモクラシー論

2.1　認識的デモクラシー論の概要
　認識的デモクラシー論は、「民主的な意思決定の
価値を、政治的平等へのコミットメントゆえに評価
するだけでなく、知識を生み出す潜在力も含めて評
価する議論」である（Peter, 2009, pp. 3, 110）。仮
に正しい選択肢があると想定した時、その選択肢を
見つけ出す決定手続として優れたものは何かを問
うものである。その標準的な特徴づけは、第一に、
「最善のもしくは正しい帰結は何であるかの手続独
立の事実が存在するという基本的な前提をもつ」こ
とにある。第二に、「我々の社会的決定ルールはそ

の事実を追跡できるようなものが選ばれなければ
ならない」とする規範性にある（List and Goodin, 

2001: 280）。決定方式の評価基準は公正や平等など
複数あるが、認識的デモクラシー論は、正しい結果
を導くかという基準から決定方式を評価するもので
ある。

2.2　手続独立の正しさという問題
　しかし、熟議民主主義論者は、認識的デモクラ
シー論と熟議民主主義論の前提が相容れないもので
あると感じるかもしれない。認識的デモクラシー論
は、正しさが手続から独立して既に存在していると
するが、熟議民主主義論は、熟議の手続以前に正し
さは存在せず、それは人々の熟議を通じて形成され
るものだとするからである。この前提の違いによっ
て、認識的デモクラシー論は熟議民主主義論に貢献
できないのだろうか。
　ところが、この問題は認識的デモクラシー論がも
つ興味深い特徴により顕在化しない。その特徴と
は、認識的デモクラシー論が、正しい選択肢の内容
を特定することを避けたうえで論証を行うことであ
る。「仮に正しい選択肢があったとしたときに」と
するスケルトンの構造になった議論である点に特
徴がある。ここで「正しさ（Correctness）」には、
事実命題にかかわる客観的正しさ（Truth）と価値
命題にかかわる道徳的正しさ（Rightness）の両方
が含まれる（Landemore, 2013, p. 208）。あるいは、
熟議民主主義論者が好むように、「誤りを訂正しな
がら進んでいく研究過程に参加するすべての人が、
理想的な認識的条件のもとでならば達するに違いな
い合意を先取り的に想定することで、真理の意味を
規定する」パース流の定義を用いても良いだろう
（ハーバーマス，2014, p. 39）。
　正しさがどのように定義されようとも、認識的デ
モクラシー論は、望ましいジニ係数の範囲や最低賃
金の金額といった正しさの具体的な内容には踏み込
まない。仮に正しい選択肢があると想定した時、そ
の選択肢を見つけ出す決定手続として優れたものは
何かを理論的に議論することは、正しさの具体的内
容を特定することなく可能である。それゆえ、認識
的デモクラシー論における手続独立の正しさの想定
は、熟議民主主義論の立場と正面から対立すること
なく、熟議の認識的メカニズムの説明に貢献するこ
とができるのである。
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2.3　熟議民主主義への貢献
　認識的デモクラシー論の熟議民主主義に対する貢
献は大きく三つある。第一に、熟議民主主義論に対
して、集団的知性に着目した議論を提供したこと。
第二に、認知的多様性が集団的知性の資源となるこ
とを明らかにしたこと。第三に、認知的多様性と集
団的知性の関係の解明を通じて、熟議の手続と実質
の架橋メカニズムを示したことである。
　ところで、認識的デモクラシー論の特徴は、規範
理論でありながら、その分析に数理モデル分析を用
いることにある。熟議や多数決など無数にある意思
集約の方式のなかで、どれが認識的パフォーマンス
に優れるのか。あるいは、認識的パフォーマンスを
向上させる制度上の工夫はなにか。「あらゆる意思
集約の方式は、多を一に結びつける関数として数学
的に表すことができる」（坂井，2015, p. iii）。そこで、
意思集約の方式を数理モデルに落とし込むことで、
その認識的パフォーマンスを理論的に評価すること
が試みられてきたのである。
　そして、「ひとたび認識的共同体が個々の参加者
の総和以上のものであることを認めれば、認識的共
同体のメンバーが直面するインセンティブ構造を調
べ、どのようにすれば最適な集団を形成できるか
を考えることが重要となってくる」（Goldman and 

O’Connor, 2021）。この課題に取り組んできたのが
認識的デモクラシー論であり、これこそが、認識的
デモクラシー論が熟議民主主義論になしうる貢献の
中核である。

3．認識的メカニズムの数理モデル

　これまで集団的知性のメカニズムとして、認知的
分業モデル、ネットワーク認識論モデル、認知的多
様性モデルという三つのモデルが挙げられてきた
（Muldoon, 2013; Goldman and O’Connor, 2021）。こ
れらのモデルに共通するのは、集団的知性が、個々
の参加者の認識的パフォーマンスを超えることを示
唆している点である。

3.1　認知的分業モデル
　認知的分業についての研究は、P. キッチャーの
研究に遡ることができる。この研究は、集団の認知
的分業が真理探索に有効であることを明らかにし
た。同じ発見をするのに成功率の高いプロジェクト
と成功率の低いプロジェクトがある。キッチャーの
モデルは、全員が成功率の高いプロジェクトに携わ
るよりも、両方のプロジェクトに携わるように分業

を行うほうが結果が良くなることを示した（Kitcher, 

1990）。
　では、どのようなインセンティブ構造にすれば分
業が進むのか。研究の結果、現在の科学界で行われ
ているように、第一発見者にのみ報酬（名声やノー
ベル賞）を与えることが分業を促し探索を促進する
という（Strevens, 2003）。このように、認知的分業
モデルからは、全員が同一の解法で取り組むより
も、認知的分業を行う方がよく、インセンティブ構
造によって分業と認識的パフォーマンスが変化する
ことが示された。

3.2　ネットワーク認識論モデル
　認知的分業の成果をどのように伝達していくかも
重要なテーマとなる。ネットワーク認識論モデル
は、参加者が証拠を共有する社会的・情報的な結び
つきを、ネットワーク構造としてモデル化したもの
である。各参加者は伝えられた情報を自ら検証し、
その結果を再び他者に伝えていく。参加者が行う検
証は、他の参加者から伝えられてくる情報を元に行
われるため、伝えられてくる情報の質に影響を受け
ることになる。
　ここから、興味深いことに、情報源が多ければ良
い結果になると考える我々の直感を裏切る示唆も得
られる。例えば、ネットワーク接続が多い集団は、
正しい情報が伝播する前に悪い情報が伝播した状態
で早期収束を生じてしまうことがある。そのため、
情報源は信頼のおけるものに絞る方が良い場合があ
る（Zollman, 2013, p. 25）。

3.3　認知的多様性モデル
　誰が認知的分業の参加者となるべきだろうか。認
知的多様性モデルは、認知的分業に参加するメン
バーの最適な属性構成を、エージェント・ベース・
シミュレーション（コンピューターシミュレーショ
ン）を用いて分析するものである。
　例えば、L. ホンと S. ペイジは、二次元で表され
た認識的地形の中で、エージェントが同時に協力し
つつ標高が高い地点（認識的に優れた解）を求めて
移動するとき、多様なヒューリスティックをもつ集
団（認知的多様性をもつ集団）が、優れたヒューリ
スティックを一様に有する同人数の集団よりも、認
識的に優れることを明らかにした（Hong and Page, 

2004）。この傾向には「多様性が能力に勝る定理
（DTA）」という名前が付けられている。
　同様の問題を三次元で分析した M. ワイスバー
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グと R. マルドゥーンは、前例踏襲型の戦略をとる
「フォロワー」と新しい地点を探索する戦略をとる
「マーベリック」が混合したとき認識的パフォーマ
ンスが高まることを示した（Weisberg and Muldoon, 

2009）。
　これら二つの認知的多様性のモデルは、集団のメ
ンバーが優れた前例を一様に踏襲するよりも、認知
的多様性に富んだメンバーにより問題解決にあたる
方が認識的パフォーマンスが高まることを示唆する。

4．数理モデルの複数性の活用

4.1　モデル分析の不安定性
　集団的知性に関する三つの主要な数理モデル群に
共通する結果は、第一に、集団的知性が個人の判断
より優れる傾向があること。第二に、完璧な個人や
ネットワークからなる集団よりも、多様性に富む集
団の方が集団的知性の形成におけるパフォーマンス
が良くなる場合があることであった。異なる観点で
探求された結果を組み合わせることで全体像が把握
しやすくなるのである。
　しかし、数理モデル分析の妥当性は、規範的研究
者および経験的研究者の双方から多くの批判を受
けてきた（e.g. Althaus et al., 2014; Brennan, 2016, 

chap. 7）。これらの批判には、数理モデル自体の誤
りや不安定性に向けられたものがある（内的妥当性
への批判）。さらに、数理モデルの応用範囲に向け
られたものもある（外的妥当性への批判）。批判が
示すように、完璧なモデルはなく、複数の改良モデ
ルが併存している状況にある。
　しかし、悲観する必要はない。ある数理モデルに
ついて研究者から複数の異なるモデルが提示されて
いる状況は、そのモデルが不完全である可能性を示
唆すると同時に、モデルの複数性がモデル分析の妥
当性を向上させる資源にも転じるからである。

4.2　モデルの複数性の活用
　事実、認識的デモクラシー論研究は、複数の数理
モデルが存在する状況を理論的に活用しようとして
きた。すなわち、あるモデルに関する研究成果を網
羅的かつ中立的に収集し、複数のモデル分析に共通
する結果を析出しようと試みてきたのである（Klein, 

Marx and Fischbach, 2018, p. 20; Sakai, 2020; 坂井，
2022）。前段はシステマティック・レビュー、後段
はロバストネス分析と呼ばれる。複数の類似モデル
を相互にバックアップさせることで、個別のモデル
分析にともなう結果の不安定性を軽減させるので

あ る。
　この手法を多様性が能力に勝る定理（DTA）に
応用したところ、従来と異なる結果が得られた。従
来、認識的デモクラシー論者の一部は、DTAに依
拠して、「多様性が能力に勝る」という名の通り、
最大限の多様性を実現するような包摂的な熟議が
認識的に正当化されると論じてきた（Landemore, 

2012）。
　しかし、新たな分析結果は、最適な集団の構成
が、課題の予測可能性に応じて異なることを示し
た。すなわち、予測可能性が高い場合には似たよう
な優れた解法を有する一様な集団が優れ、中程度の
場合には一様な集団と多様な解法を用いる集団の混
合が優れ、低い場合には多様な集団が優れることを
示したのである（Holman et al., 2018; 坂井，2022, 

pp. 194–196）。
　熟議における認識的パフォーマンスを高めるため
には、無作為抽出の活用にとどまらず、専門家と無
作為選出市民との混合熟議といった、課題に応じた
参加者選定が有効であると示唆されたのである。

5．将来の論点：熟議の設計を拓く

　最後に、認識的デモクラシー論が政策研究と熟議
民主主義論に提起する新たな研究上の論点を述べる。

5.1　政策類型に応じた最適な参加者構成
　DTAモデルから示唆されたように、課題の予測
可能性に応じて最適な参加者構成が決定されるなら
ば、政策類型に応じて決定参加者の構成を最適化で
きるかもしれない。
　政策類型によってその予測可能性が異なること
が指摘されている（Baker, Bloom and Davis, 2016）。
例えば、課題の予測可能性が高い国債管理政策など
は専門家に任せる。予測可能性が中程度のヘルスケ
ア政策などはその分野の専門家と一般市民の混合体
による決定が望ましい。他方、新型コロナウィルス
感染症への対処のような予測可能性が低い課題の場
合には、認知的多様性の大きな集団による決定が望
ましい可能性がある（坂井，2022）。
　政策類型によって課題の予測可能性が異なる理由
は、次に論じるウィキッド・プロブレムの性質をど
れほど含んでいるのかに求められる。

5.2　ウィキッド・プロブレムへの応用
　政策研究においてウィキッド・プロブレムは、「複
雑性、不確実性、意見の相違のレベルが高い問題」
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と定義される（Head, 2022, p. 32）。そのため、望ま
しい解決策について対立や矛盾が生じるとされる。
ウィキッド・プロブレムでは、問題同士が相互に関
連し、対処するための知識が不足し、不確実性があ
るという課題の性質によって、アクター間の課題認
識の不一致が生じることで、合意可能性が阻害され
てしまう（杉谷，2021，p. 29）。
　ここで熟議がもつ集団的知性の形成という認識的
側面に着目することで、熟議をウィキッド・プロブ
レムへの有効な対応策として位置付ける余地が生ま
れてくる。「くじ引き」と熟議がもたらす認知的多
様性は、複雑性や不確実性への対処に優れる。他方
で、意見の相違への対応は、熟議がもつ意見変容と
コンセンサス形成の機能に委ねられることになる。

5.3　熟議の制度化における混合熟議の可能性
　過去 5年ほどで、ミニ・パブリックスの制度化が
進んできている。これまで、社会的あるいは政治的
影響から遮断するために、ミニ・パブリックスに一
般市民以外の利害関係者を参加させないことが推奨
されてきた（フィシュキン，2011）。他方、熟議を
集団的知性の形成過程としてみる議論は、政治家、
公務員、アドボカシー団体、ステークホルダーを、
ミニ・パブリックスの参加者や情報提供者として参
加させる試みの認識的な有効性に新たな光を当てる
契機になる。

5.4　理論―モデル―実験のリンケージ
　このように数理モデル分析は、熟議民主主義の提
示した理論的展望が、どのようなメカニズムと条件
で実現されるのかについての仮説を提供する役割
を担ってきた。では、モデル分析と現実世界との
ギャップはどのように架橋されるのか。両者を架橋
するひとつの可能性が実験である。
　実験とモデル分析との間には、どちらも条件統制
を可能にするという点で近接性が指摘される（Mäki, 

2005）。そこでモデル分析から得られた示唆を、実
験環境の中でテストして、その結果を蓄積し、現実
世界の改善に生かしていくことが展望されている
（Guala and Mittone, 2005）。ミニ・パブリックスを
実験の場として、数理モデル分析で得られた示唆を
実際の熟議に応用していくことも期待される。

お わ り に

　本稿の目的は、熟議は正しい結果（実質）を導く
のかという問いに答えようとしてきた認識的デモク

ラシー論の貢献を明らかにすることであった。その
貢献は、集団的知性への着目と数理モデル分析の援
用を通じて、熟議手続が結果の改善をもたらすメカ
ニズムを説明する点にあった。
　この 10年間に、ミニ・パブリックスの普及にみ
られるように、「くじ引き」による参加者選出の仕
組と熟議との接合が進んできた。地方自治体の計画
策定の過程に、「くじ引き」によって選出された一
般市民が熟議を通じて参加する試みも広がりを見せ
ている。
　認識的デモクラシー論は、政策過程に熟議を通じ
た市民参加の仕組を導入しようとする際に、熟議参
加者の最適構成といった、集団的知性を形成するた
めの制度的工夫についての示唆を与えてくれるだ
ろ う。
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